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1．は じ め に

2011年 3月 11日に発生したM 9.0の東北地方太平洋沖
地震は，広範囲かつ長時間にわたる揺れをもたらし，東日
本旅客鉄道株式会社（以下，JR東日本）管内の鉄道構造
物にも多くの被害をもたらした。表 - 1および図 - 1に
今回の地震による東北新幹線の主な被害の箇所数と被害地
点を示す。

表 - 1　東北新幹線の主な被害内容と箇所数

主　な　被　害

3/11本震 4/7余震

被害箇所数
4/7時点で応
急復旧未了
の被害箇所

被害箇所数

高架橋柱等の損傷 約 100箇所 － 約 20箇所
橋桁のずれ 2箇所 － 7箇所
橋桁の支点部損傷 約 30箇所 － 約 10箇所
電化柱の折損・傾
斜・ひび割れ 約 540箇所 約 60箇所 約 270箇所

その他（軌道変位，
天井材落下等） 約 520箇所 約 30箇所 約 240箇所

合　　　計 約 1 200箇所 約 90箇所 約 550箇所

東北地方太平洋沖地震を受けた鉄道コンクリート構造物
—東北新幹線RC橋脚の被害状況と復旧方法—
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2011年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震および同 4月 7日に発生した余震において，JR東日本管内の鉄道構造
物は広範囲にわたり多くの被害を受けた。東北新幹線の高架橋・橋梁のコンクリート構造物については，これまでの耐震補強
の効果もあり，高架橋や橋梁が崩壊するような致命的な被害は受けなかったものの，大宮からいわて沼宮内間の 500 km以上
にわたる区間において，断続的に被害を受けた。
本稿では，今回の地震により被害を受けた東北新幹線のコンクリート構造物のうち，比較的スパンの長い PC桁を受ける

RC橋脚の被害状況とその復旧方法について報告する。
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図 - 1　 3/11 本震・4/7 余震による東北新幹線の主な
被害
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3月 11日の本震では，大宮からいわて沼宮内までの約
500 kmにわたり，地上設備で約 1 200箇所の被害を受けた。
そのうち，土木構造物の主な被害としては，高架橋柱等の
損傷約 100箇所，橋桁のずれ 2箇所，橋桁の支点部損傷約
30箇所であった。これらの被害箇所は，4月 7日の余震発
生までに，約 90箇所を残して応急復旧が終了していたも
のの，余震により新たに約 550箇所の被害を受けた。その
うち，土木構造物の主な被害としては，高架橋柱等の損傷
約 20箇所，橋桁のずれ 7箇所，橋桁の支点部損傷約 10箇
所であった。なお，被害の範囲は本震に比べ狭いものの，
仙台～一ノ関間など場所により本震より厳しい被害を受け
た箇所もあった。
以下に，今回の地震により被害を受けた比較的スパンの
長い PC桁を受ける RC橋脚の被害状況とその復旧方法に
ついてを示す。

2．PC桁を支持するRC橋脚の被害と復旧

2.1　RC 橋脚の主な被害
JR東日本では，兵庫県南部地震（1995年），新潟県中
越地震（2004年）において PC桁等を支持する RC橋脚に
おいて被害を受けたことから，2005年に新幹線橋脚の耐
震補強に着手し，せん断破壊のおそれのあるものの補強を
2007年度に終えている 1）。なお，RC橋脚く体の耐震補強
対策は，耐震診断によって「基部のせん断破壊先行型の橋
脚」および「途中定着部の耐震性が著しく低い橋脚」を抽
出して施工している。
今回の地震被害に対する復旧計画策定に先立って，地震
の影響の大きかった区間の橋脚に対して橋脚く体の損傷状
況の調査を行った。調査時における損傷度の整理は，「柱
の倒壊・桁の落下」を A，「軸方向鉄筋の飛び出し・かぶ
りコンクリートの広範囲なはく落」を B（顕著な軌道沈下
が見られるものは BB），「残留ひび割れ・かぶりコンクリ
ートの一部はく落」を C，それ以下を「無損傷」として調
査を行った。その結果，以下の点が確認された。
⑴　耐震補強により耐震性能が低いものが補強済みであ
ったため BBランク以上の被害は見られなかった。

⑵　耐震補強対策を行った RC橋脚く体では Cランク以
上の被害が見られなかった。
⑶　基部の耐震性能が低い橋脚および途中定着部の性能
がやや低い橋脚で Bおよび Cランクの損傷が発生し
た。

2.2　代表的な RC 橋脚の被害および復旧
今回の地震における RC橋脚の損傷では，せん断破壊に

よる橋脚く体の倒壊および橋梁の落橋は生じていない。
RC橋脚の主な損傷は，橋脚中間の途中定着部において発
生し，かぶりコンクリートのはく離・はく落と，せん断ひ
び割れの発生が主な損傷形態であった。以下に，代表的な
損傷例とその復旧方法について示す。

写真 - 1は，3月 11日の本震により被害を受けた一ノ
関水沢江刺間の橋脚の損傷状況である。橋脚の外形は，直
径 4.5 m，高さ 18.0 mの円形 RC橋脚で，前後に，スパン
50 mと 35 mの PC箱形桁を支持している。本橋脚は，軸

方向鉄筋の途中定着部付近におけるかぶりコンクリートの
はく落とひび割れが発生した。写真 - 2は，復旧状況を
示したものである。本橋脚の復旧は，ひび割れに樹脂注入
し，横方方向鉄筋を再配置した後に無収縮モルタルにより
断面修復を行っている。

2.3　本震の復旧後に余震を受けた RC 橋脚の状況
3月 11日の地震により復旧した RC橋脚のうち，いく
つかの橋脚では 4月 7日の余震によって一部の RC橋脚に

写真 - 1　橋脚の損傷状況

写真 - 3　余震後の橋脚の損傷

写真 - 2　橋脚の復旧状況

く体に発生した水平ひび割れ
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おいて再び損傷したものの，もっとも大きく損傷を受けた
ものでもかぶりコンクリートが若干はく離したり水平ひび
割れが発生する程度であり，列車運行に影響するような損
傷は見られなかった（写真 - 3）。

3．お わ り に

本報告では，東北新幹線にいて PC桁を支持する RC橋
脚の被害と復旧の概要について報告した。今回の地震にお
いては，新潟県中越地震後の耐震補強により，橋梁の落橋
を免れるとともに，被災した橋脚も早期復旧を果すことが

できた。ここに，耐震補強の早期化にご協力いただいた関
係各位に敬意を表するとともに，今回の地震の早期復旧に
ご尽力いただいた関係者の皆様に心から敬意を表したい。
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